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チェコ体操運動における「公的なるもの」の変容
―――ソコル体操協会の機関誌に見る身体の国民化―――

福田宏

(北大スラブ研究センター COE研究員)

はじめに―――市民的公共圏から国民的公共圏へ

1. ソコルは民主主義の学校？→図 7 (p.12)参照
... それ［ソコル］は民主主義の学校です。私がソコルで体操をしていた時には、労働者や学校の先生もそ
こにいました。私の隣に労働者が立っていたとき、私が彼に「君」で呼びかけると、彼は私のことを「おま

え」と言ったり「あなた」と言ったりと、はっきりしなかったのでした。

Antonı́n Krejčı́, T. G. Masaryk a Sokol [マサリクとソコル], Praha, 1947, pp.45-46.

2. 課題―――機関誌 Sokol (1871-1914)より公共圏の二重の変容を明らかにする

・量的な拡大→大衆の国民化

・質的な拡大→市民的価値観 (respectability)の変容 cf. モッセ [24]

3. 先行研究→ (チェコ) エ刀刀 [21], Nolte [25,26], (独)有賀 [8],小原 [27], Goltermann [14], Krüger [20].

　　　　→ (社会的なるもの) Giustino [13],市野川 [16],川越 [17],見市 [23],阪上 [29].

1 チェコ社会におけるアソシエーション

　 結社活動の拡大 (1848-1914)→図 3, 4 (p.10)参照

・1848年革命時、1860年代の興隆期、73-79年不況時の停滞期、1879年以降の発展

2 ソコル運動における「市民層」と「大衆」の出会い

1. 結社活動における統計学の眼差し→表 1 (p.8)参照

・1897年―――会員数 (体操会員 10,351 名)、体育館 (45/ 466 支部)、講演会 (380/ 466 支部)、

討論会 (133/ 466 支部)、遠征 výlet (1,459 回)、見学会 vycházka (76/ 466 支部)、

機関誌『ソコル』(2,643 部)、蔵書、軍隊への徴集 (1,326 名/ 10,351 名)

2. いらだちを見せる「市民層」
... なぜソコルの練習や会合に参加しないのかという質問に対し、［若者たちは］それはもう時代遅れなの
だ、と答える。... 彼らは［体育館の］平行棒や鉄棒を、まるで拷問部屋の道具か何かのように見つめる
だけだ。... だが彼らは今や、女の子を追いかけて「走り běžı́」、...「遠征 výlety」の代わりに「遊び回り
zálety」、半リットルの「おもり břemeno」を持って熱心に腕を動かしているだけだ。...

Sokol「何故我々のところでは熱心に体操に取り組まないのか？」(17:2) 1891, p.17.

3. では何をすべきなのか？

・推薦図書の設定、平易な廉価本の発行――― J. A.コメンスキー『世界図絵』(1658)、J. J.ルソー

『エミール』(1762)、S.スマイルズ『西国立志編 Self-Help』(1859)、H. T.バックル

『世界文明史』(1857-61)、J. S.ミル『自由論』(1859)、H.スペンサーなど

・講演会の改善―――ワンランク上のプレゼンテーションを目指して
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3 何を語るのか？―――国民としての自覚

1. 国民の歴史とそのシンボライズ→拙稿 [11]

2.「我が祖国」の領域と他者のイメージ→拙稿 [9]

3. 国民の統合―――階級と宗教の対立を超えて (特に 1890年代後半)

4 市民的価値観の変容―――「社会ダーウィニズム」の視点

1. 退廃 (Degeneration)への不安―――「存在をめぐる絶え間のない闘争」(M.ティルシュ, 1871年)
... 現在の諸国民は、危険な疫病や社会の急激な変化、新たな戦争や経済危機に晒されている。... [こうした
ものへの]不安が人民の全ての層を覆っていることを考えると、我々は電気、蒸気、電話の世紀に生きてい
ると喜んでばかりはいられない。それは神経症の世紀でもあるのだ。精神病は近代的な病気、もっと言え

ば、流行の病気でもあるのだ。...
Sokol「今日の人民社会の営みにおける病理学について」(23:5) 1897, p.102.

・素朴な獲得形質説（ex. ラマルク 1744-1829、ダーウィン 1809-82）

↔生殖質連続説（ex. A.ヴァイスマン 1834-1914）

2. 燃焼する身体→表 2 (p.9)参照――― ex. 仏の生理学者 F.ラグランジュ (1846-1909)の視点

・蒸気機関とのアナロジー―――不完全燃焼は病気を引き起こす！

肥満、神経症、尿酸（→痛風）、老化、発汗による有害物質の排出

・不健康なスポーツ、道徳的な体操

エゴイズム、不道徳、非国民的、非民主的、不健康→近代オリンピックに対する不信

3. 清潔な空間―――衛生学（公衆衛生）の視点

・公衆衛生のモデルとしての体育館→図 1 (pp.3-4)参照

床面、湿度、空間、換気、暖房、照明、シャワー室、トイレ etc.

・屋内よりも屋外、器械体操よりも徒手体操―――公共性 (veřejnost)の重視

4. 健全なる肉体に健全なる精神―――身体と精神の一体化

・労働の分業、国際的な経済競争が国民をバラバラにする

・夫婦間のモラルの崩壊、離婚、新聞に見る性病と自殺の増加、退廃する子供

→体操によって社会問題 (sociálnı́ otázka)は解決される！

おわりに―――観念的国民から生身の大衆へ

1. まなざしの転換―――社会学的視点の導入

2. 知の３つの層　 cf. 阪上 [29]

(1)社会における哲学や科学として認知されている知

(2)習慣や習俗、実際の生活を律する知

(3)中間に位置する知、(1)と (2)を媒介する知

3. ソコル運動を超えて―――「社会的なるもの」の探究
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年表

1811 F.ヤーンがベルリン郊外にて体操運動を始める（ドイツ体操運動の始まり）
1848年革命 同年 6月 2日プラハでスラヴ人会議開催。同 12日、プラハで聖霊降臨祭蜂起
1855 J. A.ゴビノー『人種不平等論』（アーリア人の優秀性を主張）
1857 H.スペンサー「進歩―――その法則と原因」
1859 C.ダーウィン『種の起源』　 1871年に『人間の由来』
1860.10.20 「十月勅書」の発布、翌年 2月 26日には「二月勅令」。擬似立憲体制への移行
1862.1.16 プラハ・ドイツ体操協会の設立総会（プラハ）
1862.2.16 プラハにおいてチェコ系の体操協会が設立される（後にソコルと改名）
1865 「メンデルの法則」発見（今日でいう遺伝子の存在を指摘）
1867.3.15 アウスグライヒ（妥協）成立→オーストリア＝ハンガリー二重君主国へ
1869 初等学校にて体育の必修化。実家学校は 1874年。ギムナジウムは 1890年（選択科目）
1879 「反セム主義 Antisemitismus」という言葉が浸透し始める
1876 C.ロンブローゾ『犯罪人論』（犯罪者の医学的・人類学的研究）
1879.8.13 ターフェ内閣による「鉄の環」連合。ドイツ系自由派の下野、チェコ系政党は与党に
1880.4.19 シュトレスマイアー言語令（チェコ語の外務公用語化）
1882.2.28 プラハ大学がチェコ語部門とドイツ語部門に分割される
1882 第 1回ソコル祭典――《スラヴ的オリンピアーダ》
1883 コッホによるコレラ菌の発見。この頃より病原体が相次いで発見される
1883 F.ゴールトンが優生学を提唱（人種改良の必要性を説く）
1887 プラハ市ヨゼホフ地区の「衛生化措置」に関するコンペの結果発表。実際の工事は 1896年から
1888 運動生理学の第一人者 F.ラグランジュの『身体運動の生理学』、1891年に『成人の運動』
1889 チェコ諸領邦全体を統括する傘組織、チェコ・ソコル共同体（ČOS）が設立される
1892 社会民主党系のチェコ労働者体操協会 (DTJ)が設立され始める
1892 M.ノルダウ『退廃』、1898年のシオニスト会議にて「筋骨隆々のユダヤ人」を提唱
1896 カトリック系のチェコ体操団体オレル (Orel)が設立され始める
1897.4- バデーニ言語令（チェコ語の内務公用語化）がきっかけで、オーストリア全土に及ぶ騒乱に
1902 A.グロートヤーン『19世紀の衛生文化』（社会衛生学の誕生）
1918.10.28 チェコスロヴァキア共和国の独立宣言
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[2] Václav Kukaň. Výchova lidu a Sokolstvo. [人民の教育とソコル運動]. Praha, 1898.
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図 6 第 6回ソコル祭典（1912年）――男子徒手体操
出典: Památnı́k sletu slovanského sokolstva roku 1912 v Praze, 1919.

図 7 マサリクとソコル (1894年) [後ろから２列目、左から３番目がマサリク]

出典: A. Krejčı́, T. G. Masaryk a Sokol, 1947.

図 8 第 4回ソコル祭典におけるパレード（1901年）

出典: IV slet všesokolský 1901, n.d.
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